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【仮定】2030 年２校統合・鶴巻小を活用 → 2050 年３校統合・嚶鳴小を活用 

体育館

年度 工事種別 金額

2030 屋内運動場（空調） 1.0億円

2050 屋内運動場（大規模改造） 3.0億円

合計 4.0億円

体育館

年度 工事種別 金額

2030 屋内運動場（新築） 10.0億円

2050 屋内運動場（大規模改造） 3.3億円

合計 13.3億円

体育館

年度 工事種別 金額

2025 屋内運動場（⾧寿命化） 3.2億円

2045 屋内運動場（大規模改造） 3.0億円

合計 6.2億円

校舎

年度 工事種別 金額

2030 普通・特別教室棟（統合改修） 13.0億円

2030 屋外環境整備（グラウンド・外構など） 1.0億円

2050 特別教室棟（大規模改造） 3.4億円

2056 普通教室棟（改築） 29.6億円

合計 47.0億円

校舎

年度 工事種別 金額

2030 普通・特別教室棟（新築） 40.0億円

2030 校庭・外構・道路整備等 6.0億円

2050 普通・特別教室棟（大規模改造） 13.0億円

合計 59.0億円

校舎

年度 工事種別 金額

2036 普通教室棟（大規模改造） 7.7億円

2034 特別教室棟（⾧寿命化） 2.9億円

2050 特別教室棟（統合改修） 2.6億円

2050 普通教室棟（統合・改築） 23.6億円

2050 屋外環境整備（グラウンド・外構など） 1.0億円

合計 37.8億円

校舎

年度 工事種別 金額

2030 普通・特別教室棟（統合改修） 7.9億円

2030 屋外環境整備（グラウンド・外構など） 1.0億円

合計 8.9億円

体育館

年度 工事種別 金額

2030 屋内運動場（空調） 1.0億円

2033 屋内運動場（⾧寿命化） 3.2億円

合計 4.2億円
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嚶鳴小の駐車場について 

   

 嚶鳴小（児童数：383 人、敷地面積：18,231 ㎡、保護者用駐車台数：27 台） 

  ①雨天時の状況 

   ・徒歩で通学する児童もいるが、保護者の送迎も多い。 

   ・保護者の送迎車は体育館西側の駐車場（黄枠）または正門東側の私有地（赤枠）に停車。 

   ・総堀線で一時的に混雑が発生。 

   ・下校時には駐車できない車も一部発生している。 

   ・荒天時はグラウンドを使用する場合もある。 

  ②イベント時の状況 

   ・正門東側の私有地（赤枠箇所）を借用（約 60 台、距離：150ｍ） 

   ・運動会の時はうなかみ幼稚園の駐車場も借用（約 30 台、距離：400ｍ） 

   ・学校公開等でグラウンドを使用する場合もある。 

   

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

 中央小（児童数：623 人、敷地面積：21,720 ㎡、保護者用駐車台数：５台） 

  ①雨天時の状況 

   ・送迎用の駐車場はなく、周辺道路の混雑も見られない。 

  ②イベント時の状況 

   ・商工会駐車場（約 50 台、距離：380ｍ）、文化の杜駐車場（約 200 台、距離：530ｍ）を借用。 

  

 干潟小（児童数：267 人、敷地面積：21,176 ㎡、保護者用駐車台数：50 台） 

  ①雨天時の状況 

 ・敷地内の駐車場または正門前の借地（約 10 台）に停車。 

 ・周辺道路はやや混雑が発生。 

  ②イベント時の状況 

 ・プール西側の芝生エリアを使用して合計 100 台程度の駐車が可能。敷地内で何とか運用している。 

N 
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【前回の委員意見に対する市の見解】 

 

 ・鶴巻と滝郷では保護者が送迎している児童が多い。スクールバスが出ても雨が降っていたら多分使わ  

  ないと思うので、車で来た時のことまで考えてもらいたい。 

  ⇒鶴巻と滝郷の児童は基本的にはスクールバスの活用を想定している。自家用車での送迎を前提として 

  その分の駐車場を確保することは難しいと考える。※旧海上中跡地においても同様 

  （スクールバスは各学区２ルート、１ルート当たりのバス停２～３箇所を想定 ※ひかた椿小の事例） 

    

 ・入学式、卒業式、運動会を考えた時に駐車場が足らないと思う。 

  ⇒入学式、卒業式の時はグラウンドに駐車が可能。 

 運動会の時は保護者は海上公民館等に駐車し、スクールバスで送迎するなどの運用を検討していく。 

 

 ・どの程度用地買収が可能なのか。 

  ⇒現時点では土地利用の詳細計画や所有者の都合もあるため、必要に応じて検討していく。 

 

 ・嚶鳴小が狭いと言っているが、どこが狭いのか疑問に思う。 

  ⇒校舎については、増築により統合後の児童数に応じた教室数を確保していく。 

   駐車場台数についての基準はなく、学校によって確保している台数は様々。プールを解体して駐車場   

  を増設するなどの整備をした上で、状況に応じた運用を検討していく。 
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１．中学校再編についてどう思いますか。 
 
【全体】               【中学校区別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

名 称 回答数

334

187

56

577

海上中学区【海上中・鶴巻小・滝郷小・嚶鳴小】

未就学児のみ家庭

飯岡中学区【飯岡中・三川小・飯岡小】

賛成 188 32.6% 143 42.8% 27 14.4%

どちらかと言えば賛成 243 42.1% 157 47.0% 71 38.0%

どちらかと言えば反対 89 15.4% 25 7.5% 57 30.5%

反対 57 9.9% 9 2.7% 32 17.1%

合計 577 100.0% 334 100.0% 187 100.0%

全体(未就学含む)
海上中学区 飯岡中学区
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 ４．統合先について、海上中学校の利用を検討しています。このことについてどう思いますか。 
  ※問１で「賛成」または「どちらかと言えば賛成」と回答した方のみが回答 

 
 【全体】              【中学校区別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                

 
                     
 

６．「反対」または「どちらかと言えば反対」と回答した理由を教えてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上中学校の利用に賛成 407 94.4% 289 96.3% 86 87.8%

その他 24 5.6% 11 3.7% 12 12.2%

合計 431 100.0% 300 100.0% 98 100.0%

全体(未就学含む)
海上中学区 飯岡中学区

今の学校規模で満足している 56 22.0%

多人数の学校生活が不安 46 18.0%

学校が遠くなり不便になる 94 36.9%

地域に学校を残したい 48 18.8%

その他 11 4.3%

合計 255 100.0%
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採決について 

〇学校再編代表者会議条例 第７条第３項 

 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。ただし、第

４条第１号及び第２号に掲げる事項に係る議事は、出席委員の３分の２以上で決するものとする。 

 

【議案第 2 号の採決について】 

 ・採決は投票用紙を使って実施。 

  「嚶鳴小」または「旧海上中跡地」のそれぞれに対して「賛成」か「反対」を判断する。 

 ・どちらも「賛成」が３分の２を超えた場合は、どちらの候補地も賛成として答申する。 

 ・どちらも「賛成」が３分の２に達さなかった場合は、どちらの候補地も反対として答申する。 

  その後、教育委員会から諮問事項⑤「今後の方向性について」諮問し、別の方向性を検討してもらう。 

    (例)先に鶴巻・滝郷の２校で統合し、将来的に嚶鳴と統合する など 

・答申を踏まえて、教育委員会が内容を決定。答申の内容は最大限尊重するが、財政面等からすぐに 

 実施することができない場合もある。 

・統合校の位置についての最終的な決定は市議会の議決。（小学校設置条例の改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員提案】保護者アンケートの実施について 

 

・アンケート調査を実施したい場合、実施者は代表者会議となるため、会議の中で諮る。 

・実施する場合、以下の内容について検討が必要 

  ①アンケートの目的 

  ②アンケートの内容 

  ③アンケートの対象範囲 

  ④アンケート結果の取り扱い（どの程度尊重するか、学区ごとの対象者数の不均衡をどう扱うか） 

投票用紙サンプル 


